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はじめに

セントカトルナのガーボル・バーリントGábor Bálint of Szentkatolna（1844-1913）は、膨大な知識と

幅広い関心を持ったハンガリーの学者であるが、後半生において言語学的親和性に関する物議を醸

すような持論を開陳したことで知られている。とはいえ彼は、キリスト教化したタタール人の言語

1 （訳注）本稿は、Birtalan, Ágnes 2016, The Open-Hearted People of Chinggis Khaan, Ulaanbaatar を原著者自身が
要約した英語原稿の翻訳である。
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（1871年）やカルムィク語（1871～ 1872年）、モンゴル語標準語すなわち西ハルハ方言（1873年）のコー

パスを集積したという輝かしい業績を残している。タタール語の資料はバーリント自身の手によっ

て出版されたが、後にアールパード・ベルタ（Árpád Berta）によっても出版されている。モンゴル語

の方言資料に関する手稿はハンガリーや外国の研究者の関心をひいたものの、その批判的に検証さ

れた著作の出版は、近年まで待たなくてはならなかった 2。（ハルハ語の資料 3はいまだに検証と校訂

の最中である）

そこで本論では、以下の点に焦点をあてながらバーリントの学術的遺産を紹介していくものとし

たい。

1．初のモンゴル口語の大規模コーパスの言語学的価値（カルムィク語およびハルハ語）

2． 当時のハルハ人とカルムィク人の民族誌学・民俗学的資源および宗教観を知る上での資源とし

てのコーパスの評価

3．国際モンゴル研究におけるバーリントの学術的遺産の位置づけ

1．ガーボル・バーリントの人生に関する諸事実と研究に関する歴史的背景

セントカトルナのバーリントは、1844年3月13日、セントカトルナ、すなわちトランシルヴァニ

アのケーズディヴァーシャーヘイ（現在のルーマニアのトゥルグ・セクイエスクの近く）に生まれ、

1913年5月26日、トランシルヴァニアのテメシュバール（現在のティミショアラ）で亡くなった。彼

は比類なき言語学の才能をもっており、彼にとってお手本だった学者、アレクサンダー・チョーマ・

ド・ケーレスAlexander Csoma de Kőrös（1784-1842、ハンガリー語では　ケーレシ・チョマ・シャー

ンドルKőrösi Csoma Sándor）の夢を実現しようと望んだ。そして出来る限り多くの言語をマスター

したいと考えた。さらに彼の出身民族であるマジャール系のセケル人Sekels（ハンガリー語ではセー

ケイ人Székely）の起源の地を探るために多くの文化に通暁したいと思った。彼は子供のころから熱

心に勉強をしていたが、大学生になるとウイーンで（のちにはブタペシュトで）さまざまな学部で

法学や人文学などを学んだ。成長するにつれて彼の関心は、東洋の言語へと向かい、調査対象とな

るエスニック集団のところでフィールドワークをするべく準備をはじめた。（彼のフィールドワー

クの手法については下記を参照のこと）当時の一流の学者であったアールミン・ヴァームベーリ

Ármin Vámbéry（1812-1913）は、バーリントに大きな影響を与えたのであるが、そのヴァーンベーリ

2 Gábor Bálint of Szentkatolna, A Romanized Grammar of the East- and West-Mongolian Languages. With popular 
Chrestomathies of both Dialects. (ed.) Birtalan, Ágnes. (Budapest Oriental Reprints: Series B 3) Budapest, Library of the 
Hungarian Academy of Sciences - Csoma de Kőrös Society 2009; Birtalan, Ágnes: Kalmyk Folklore and Folk Culture in 
the mid-19th Century. Philological Studies on the Basis of Gábor Bálint of Szentkatolna’s Kalmyk Texts. (Oriental Studies 
15). Budapest, Library of the Hungarian Academy of Sciences - Elista, Kalmyk Institute of Humanitarian Studies of the 
Russian Academy of Sciences 2011.
3 Bálint Gábor: Keleti mongol (khalkha) szövegek. (88 pages), Nr. Ms1379/2; ［Bálint, Gábor: Eastern Mongolian 
(Khalkha) texts］.
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の紹介で、精力的なハンガリー語研究者であり、『ハンガリー語辞典』4の編纂者の一人であったヤー

ノシュ・フォガラシJános Fogarasi（1801-1878）が彼のパトロンとなった。最初にフォガラシは、ハ

ンガリー科学アカデミーに対してバーリントをモンゴル諸語の研究調査のためにアジア派遣させる

よう推薦した。フォガラシはハンガリー語とモンゴル語には言語接触があったのではないかという

仮説をもっており、それを証明するような証拠資料をバーリントが持ち帰ってくるのではないかと

期待していたのである。

19世紀後半は、複雑な民族主義が交錯しており、英雄的な過去や称賛すべき前史時代を探し求め

る潮流があった。当時は、いわゆる「ウゴル―テュルク論争 5」が行われていた。そこではハンガリー

民族とハンガリー語の起源を巡って、二つの学派がフィン・ウゴル系出自なのかテュルク系出自な

のかを立証しようと争っていたのである。バーリントは、いくつかのテュルク系言語やフィン・ウ

ゴル系言語を含めてかなり多くの言語をマスターしていたのは疑いようのない事実である。しかし、

彼はハンガリー語の接触を言語学的見地から探求するだけではなく、単純に感情的にもその起源を

探し求めていたように思われる。実際、当時の時代精神（Zeitgeist）が人々を極論へと突き動かし、

抑制できなくなっていたのである。

調査旅行に関する説明およびハルハ口語とカルムィク口語（vernacular Kalmyk and Khalkha）のた

めの文法書に記された、モンゴル語に対応するハンガリー語の注釈を見てみると、バーリントはモ

ンゴル語にハンガリー語との親和性を見出していたように思われる。そしてほとんどのハンガリー

語・モンゴル語の同義語については、『ハンガリー語―モンゴル語の相似　Párhuzam a magyar és 

mongol nyelv terén6』という著書の中で議論されている。彼の主要なパトロンであるヤーノス・フォガ

ラシへの書簡の中で、バーリントはハンガリー語の言語接触の問題を慎重に扱っている。それは彼

の著書『文法』の中で論じた方法と同様で、「仮定上の相似（ほとんど語彙素についてで、まれに語

の派生形態についても扱った）」というに留めている。その中には、後に言語学者によって証明され

たものもあった。例えばリゲッティ Ligetiによって、何十年をかけて否定されたものもあった 7。おそ

らく、将来のデータ収集や研究に結び付くようなアイデアがこの仕事には含まれていることだろう。

2．バーリントのモンゴル語の手稿資料について

ハンガリー（トランシルヴァニア）の研究者、セントカトルナのガーボル・バーリント（1844-1913）

の残した手稿は、国際的にあまり知られていない。しかしハンガリーにおける過激派運動家たちに

とって、彼の名前はかなりの称賛の対象となっている。その名声は、ハンガリー語の起源に関する

非科学的な思考に依拠していた。さらにハンガリーの民族的起源に関しても歴史学的に間違った理

解に基づいていた。とはいえ科学者として歩み始めたころ、彼はすでに学術的な著書や学術的に非

4 著名であるが物議を醸すこの辞典は、方言と口頭語彙のシーソラスである。Czuczor, Gergely – Fogarasi, János: 
A magyar nyelv szótára.（『ハンガリー語辞典』）1862 – 1874の間に出版された。電子版（CD-ROM）はブダペシュ
トで出版された , Arcanum 2003.
5 Cf. Pusztay 1977. 
6 Bálint 1877b.
7 Cf. the thorough discussion in: Ligeti 1977.

233756_日本モンゴル学会_DTP_3校.indb   81 2017/05/08   19:43:40



－ 83 －－ 82 －

常に価値の高い独創的な論稿を生み出している。残念なことに生前にそれらが出版されることはな

かったのであるが。モンゴル研究に関して言えば、バーリントはカルムィク口語およびハルハ口語

の大型コーパスを記録した最初の学者として評価されるべきであろう。二つのモンゴル系言語の19

世紀の発音を永久に書き残した彼の優れた表記法とともに。

ハンガリー科学アカデミー付属図書館の希少本・写本管理部Department of Manuscripts and Rare 

Booksには、バーリントの生前に未発表の以下の３冊のモンゴル語の手稿（未出版）が保管されてい

る。

1． 『西モンゴル語（カルムィク語）テキスト』Nyugati mongol (Kálmik) szövegek.（全184 ページ）, Nr.: 

M. Nyelvtud. 4/109.

2． 『バーリント・ガボールの東モンゴル語（ハルハ語）テキスト』Bálint Gábor: Keleti mongol (khalkha) 

szövegek.（全88 ページ）, Nr.: Ms1379/2.

3． 『東西モンゴル語のローマ字表記の文法：二つの方言の民間文選』（全222 ページ）, Nr.1: 81 

szám, Nr.2: Ms 1379/1.8

バーリントが、これらの貴重な資料を出版することはなかった。フィールド調査の記録の文字起

こしを終えたとき、すでに彼は当時の言語学や歴史学における主流派から敵対視されるようになっ

ていた。学術の世界で容認も歓迎もされなくなっていたので、事実上彼は自身の資料の出版を断念

せざるを得なかったのである。実際のところ、『文法』の手稿本が彼の唯一の完成された著作だとみ

なしてよい。フィールド調査に基づいた二冊のコーパス手稿には、なんの説明や分析、翻訳がほど

こされないトランススクリプションのみの部分が含まれている。しかし『文法』の抜粋文部分には、

バーリントによる英訳つき簡略標記の中にハルハ語およびカルムィク語テキストの多くの実例

specimensが含まれている。

私は10年以上前から、モンゴル語に関するバーリントの学術遺産に関する研究をはじめ、ようや

く5年前にその一部を出版にこぎつけた。以前に私はカルムィク語記録Nyugati mongol (Kálmik) 

szövegek（『西モンゴル語（カルムィク語）テキストWestern Mongolian （Kalmyk）texts』（以降、『カルムィ

ク語記録Kalmyk records』と呼ぶ）を詳細に研究し、出版した。『文法』に関しても、解題をつけて出

版している。この解題では、まずバーリントのテュルク語系口語とモンゴル口語の調査旅行に注目

して、彼が体系的に整理した文法学的な観察結果の持つ背景などを論じた。さらにバーリントがハ

ンガリー語と関係があると考えて探求した諸言語につき、その調査意図を論じたほか、バーリント

が整理したモンゴル口語の比較文法の価値を強調しておいた。

カルムィク語に関する手稿には、さまざまなジャンルの民俗伝承や民族誌的なサンプル・テキス

8 『文法』の正式なタイトルは、A Romanized Grammar of the East- and West-Mongolian Languages. With popular 
Chrestomaties [sic!] of both Dialects. Containing alliterative Folk-Songs, Anecdotes, Conversations, Fables, Proverbs, 
Prayers, Letters, Writs and the Description of the Characteristical Usages and Housekeeping of the Mongolians; every 
piece with faithful Translation, by Professor G. Bálint of Szentkatolna.『東西モンゴル語のローマ字表記の文法：二つ
の方言の民間文選、頭韻体の民謡、小話、寓話、ことわざ、祈祷詞、書簡、令状、特徴的な語用の記述、モンゴル
人の家政の記述（すべては、センカトールナのG.バーリント教授の忠実な転写によるもの）』
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トになるようなものに加えて日常会話のサンプルや口語や文語の用法の事例となるような公的書簡

が含まれている。私はこの『カルムィク語記録』を出版したが、そこで文献学的なアプローチを行う

と同時に、特にいくつかのジャンル群に関してカルムィク人に関する、より広範な資料的背景（パ

ラス 9のモノグラフから現代の系統だった研究 10にいたるまで）を分析した。このバーリントのカル

ムィク記録の比較研究を通して、カルムィクの言語学的および文化的な独自性が明らかになったの

である。その一方で、当時のバーリントによって記録された膨大な言語学的・文化的諸現象は、後世

の資料にも確認されており、現在に至るまでカルムィク人が言語・文化を連続的に継承してきた事

実を証明するものともなっている。

さらに私はバーリントの第三の手稿、すなわち『東モンゴル語（ハルハ語）テキストEastern 

Mongolian （Khalkha）texts』（Keleti mongol (khalkha) szövegek、以降、『ハルハ語記録Khalkha records』

と呼ぶ）についても調査しており、独自の視点から分析したテキスト群および特殊なテキスト群を

出版した。その中でも最も特徴的なハルハ・コーパスは、「聖なるチンギス・ハーンの黒冊から選ん

だ言葉（Činggis bogdo xānē xara depterēn dotorās γarγakson uge）11」という題のものである。これはモ

ンゴル仏教の出現に関して、一人のラマが語ったものである。私は、このテキストを１９世紀のモ

ンゴル人の宗教的アイデンティティという文脈の中で論じた。ほかに『ハルハ語記録』の中で、特に

私が注目したテキスト群は、謎かけ遊びのコーパスである。私は同時代の希少な資料であるM. A. 

Castrén12記録や、後代にKotwicz, Ramstedt, Bukshan and Matsga13などが記録したテキスト・コーパス

を参照しながら、それぞれのなぞなぞ（オニソゴ）を比較しようと試みた。しかし出版できたものは

数少なく、いまだ『ハルハ語記録』という完璧な労作とその分析作業が私の目の前に残されている。

3．バーリントの調査旅行とその方法論

セントカトルナのガーボル・バーリントは、当時流行ったハンガリー人の民族的「起源の地

（Urheimat）」にかかる諸仮説や、そうした「起源の地」とハンガリー語との類似性の考察に魅せられ

ていた。そこでハンガリー科学アカデミーの仕事を引き受け、1871年、アルタイ系言語を話す民族

のフィールド調査に出発したのである。最初に調査したのは、キリスト教化したカザン・タタール

人であった 14。

バーリントが最も努力をしたのは、「最も純粋な言語」を記録するということだった。それは音の

言語―現実の口語を意味した。この目的のために、彼はアストラハンのいくつかの学校を訪問して、

カルムィク民俗語Kalmyk folk tongueを記録した（1871年9月～ 1872年5月）。さらに彼はシベリア

を横断し、いくつかのブリヤート方言Buryat dialectsについても詳しくなった。しかしながら彼は、

自身の経験と記録に基づいたブリヤートに関する総合資料を出版することはなかった。とはいえボ

9 Pallas 1776, 1801.
10 Cf. the Bibliography of Birtalan 2011.
11 宗教的アイデンティティの観点からの分析としてはBirtalan 2012　がある。
12 Castrén 1857.
13 Kotvich 1972, Ramstedt; Halén 1974, Bukshan, B.; Matsga, I. 1960
14 Berta 1988.
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ルドーノフBoldonov15によってブリヤート語Buryat languageで記されたキリスト教の教
カテ キ

理問
ズ ム

答に基

づいて、彼はブリヤート語の文法書を出版したのだった。このブリヤート語の文法書はバーリント

の生前に出版されたのであるが 16、そこから彼のモンゴル語文法や構造に関する深い見識が確認で

きる。

1873年、彼はウルガを訪問しハルハ方言の一異形variantを記録したが、それはたった数人のイン

フォーマントから集めた記録だった。その中でも重要な一人が、黒い
・・
（既婚の）ラマであった。ラマ

の名をヨンドンジャムツ（バーリントの転写ではYanden Dsamcza）といった。この遊行のラマを語

学教師とすることで、バーリントは単語や表現や文、あるいは民族誌的および民俗伝承テキストを

聞き取って記録したのである。

「私はラマおよび彼が私のために呼び寄せてくれた人々のうち聞き取りができた数人からすべて

のことを音声学的な方法で書きとめていった。155日間を通して、それ以外のことは何もしなかっ

た。私はラマといっしょにゲセル・ハーン物語という寓話を全部読んだ。そしてそれを口語のまま

筆写していった。特記すべきは、わがラマは読み書きができなかったno literator 〔バーリント原著マ

マ〕が、私が学んだ多くの人々より経験もあり賢かった、ということである 17」

4．バーリントのモンゴル語資料の言語学的価値

カルムィク口語Kalmyk vernacularに関する初期の記録 18の中でも価値のあるものはあるが、バー

リントの研究こそが科学的に系統立ててなされた最初の記述研究だといってよい。ただしラームン

Rahmnの集めた資料 19は、ある程度バーリントの『文法』に匹敵するものだといえよう。バーリント

は、フィールド調査において、口語の調査に没頭し、なるべく言語が実際に話されている形で記録

しようと努めた。しかしながらその価値を称賛する前に、私は彼の転写の中に、それさえなければ

素晴らしい転写といえるような、細かい問題点があることを指摘しておきたい。それは、彼のテキ

スト転写が、口語の持つ独自性peculiarities of the vernacularを完全に反映していないという点であ

る。言語学上の先行研究に基づいてバーリントは、日常会話の発話を正確に記録するため非常に厳

密な表記システムを考案した。しかし、その中に文語的な特徴が散見されるのである。確かに彼は

細心の注意を払って体系的な表記法を考案した。しかし、口語の記録時にある作業方法を編み出し

た結果、口語と文語の二面的な特徴dichotomous natureが出現してしまったのである。彼がデータの

記録時にどんな作業方法を編み出したのかは、彼自身による注釈や書簡などから簡単に復元するこ

とができる。まず彼はインフォーマントにテキストをオイラト文語written Oiratで書き記してくれ

るよう頼んでいた。彼のインフォーマントたちは、中学校の教師や生徒たち、そして彼の滞在先の

15 Boldonov 1862.
16 Bálint 1877.
17 Birtalan 2009, p. 5.
18 Doerfer 1965.
19 Svantesson 2009a and 2009b.
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家族であった。ここでいうテキストとは、民俗伝承や自由な会話、民族誌的な話題に関する語りな

どのことをさす。そしてバーリントは、以下のような方法でオイラト文語をマスターしたと語って

いる。

「民謡の記録のあと、さらに難しい統語構造を持つ民話の記録へと進んだ。これら（民話）は、さ

まざまな部族出身の若いカルムィク人たちによってカルムィク文字で書き記されていった。若者た

ちの中には中学校の生徒もいれば、医学校の学生もいた。他に小学校の生徒もいた。彼らは優秀な

語り手たちだとみなしてよい。先生が私のためにカルムィク文字
・・・・・・・

（Kalmyk script）20で書き記された
・・・・・・・

これらの民話を
・・・・・・・

、人々の発音にしたがって
・・・・・・・・・・・

一文、一文ずつ繰り返し読んでくれた。こうして、私がラ
・・・

マに音読して間違って聞き取った事例に関して
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

、
 ・
（
 ・
その部分を
・・・・・

）
 ・
訂正をしてもらって
・・・・・・・・・

原稿をつくった

のである。文法的な分析や民話の翻訳などは、後から行った。このような作業で集めた民話のコレ

クションには、カルムィク文字で記された15の長めあるいは短めの民話が含まれている。それらは

簡略なハンガリー語による翻訳も付されている。カルムィク語の発話から記録されたすべてのテキ
・・

ストは
・・・

、
 ・
２種類の方法で表記された
・・・・・・・・・・・・

（すなわち、カルムィク文字とその翻訳である）」21（傍点、筆者。

ただし原文では太字）

バーリントは、ハンガリー科学アカデミーに宛てた『報告書』の中で、作業上の次のステップとし

て、インフォーマントにテキストを音読してもらい、インフォーマントの発音に従って音声テキス

トsounding textsを転写するという方法をとったと言及している。ところが、音声テキストの中にオ

イラト文語の特徴が残っていた。このことから導き出せる結論は、以下のような点であろう。まず

フォークロア・テキストや民族誌的な語りを聞き取った際、インフォーマントたちは文語から離れ

て自由に話すことができなかったという点。次にオイラト文語を一文字ごとに発声して読んだ場合

に発音されるだろう、表記上の文字が挿入されていたという点である。

バーリントのカルムィク語テキストにおいて、明らかに書き言葉が音声テキストへ与えた影響と

してbの文字が表記されているという点が挙げられる。/b/は（書き言葉を）転写する際、常にbとし

て転写されるが、話し言葉の語法の中では時折、［w］の音になる。しかしながらバーリントは、文字

単体が発音されるべき音で表記するのである。例えばb音素として聞き取りようがない異音に対し

ても、常に彼はbで表記している。ところが他の事例では、彼はいくつかの異音を区別できているの

である。バーリントは、オイラト口語とカルムィク口語における /b/音の表記法における位置上（語

中と語尾）の特殊性、すなわち摩擦音化spirantiseにも従っている。以下、バーリントによるカルムィ

ク語転写（Bálint）とカルムィク口語（Kalm.）、オイラト文語 22（W.Oir.）、モンゴル語文語表記（Mong.）、

ハルハ口語（Khal.）の事例を示しておこう。

20 バーリントは、トド文字をカルムィク文字（Kalmyk script, Hung. Kalmük írás）と呼んでいた。
21 Bálint 1875, 12. 残念なことにカルムィク文字で書かれた資料はバーリントの遺稿集資料の中から発見されて
いない。 
22 （訳註）著者は、トド文字による文語をオイラト文語Written Oiratと呼んでいる。
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「13」

Bálint arban γurbun, Kalm. arwn γurwn, W.Oir. arban γurban, Mong. arban γurban, Khal. arwan gurwan, 

「息子」

Bálint köbǖn, Kalm. köwün, W.Oir. köböün, Khal. xǖ, xöwǖn “son”.

モンゴル語系言語と方言においてカルムィク語の顕著な特徴は、語頭以外の位置における強い母

音弱化である。それは、他のモンゴル語系言語では、母音が単純に省略される形で示される。このよ

うな事例において、バーリントはときどき、シュワー（曖昧母音）の位置にeを挿入している。例えば、

「県」を意味する語についてバーリントの表記と現在の学術的表記やラムステッドによる表記など

を比較してみると以下のようになる。

「県」

Bálint äimek, Kalm. ǟmg, cf. Mong. ayimaγ, Khal. aimag,  Ramstedt（シュワーを使用）: ǟmºg

また第一あるいは第二音節に /i/がある場合、バーリント式では、後に来るシュワーが iで転写され

る。

「カルムィク」

Bálint xal’imik, Kalm. xal’mg, xalimg, W.Oir. qalimaγ 

バーリント方式のその他の重要な特徴として挙げられるのが、二重母音をテキストの中に表示す

るというやり方である。モンゴル語文語やオイラト文語で表記される二重母音がオイラト方言やカ

ルムィク語には欠如しており、二重母音は長母音と置き換わるので、単母音化する。しかもカルムィ

ク口語では、語頭以外の長母音は短縮化され、単母音に聞こえる。

「このような」

Bálint eīme, Kalm. īm, Ramstedt īm, W.Oir. eyimi, eyimü, cf. Mong. eyimü, Khal. īm 

これらは数少ない事例ではあるが、特殊な記録方法によって生じたバーリントの表記法の二面的

特徴が如実に示されているといえよう。彼は最初にインフォーマントに対して、テキストをオイラ

ト文字で書き記すことを依頼し、その後にそれを彼ら自身の方言で読み上げるよう依頼した。語頭

以外の音節のシュワーの位置におけるeの出現は、極端に短くされたシュワー様母音の一種である

といえる。またバーリント式がカルムィク口語における長母音に対して二重母音を採用しているの

は、書き言葉の痕跡なのであった。

ハルハ語テキストKhalkha textsの分析に関しては、非常に複雑であり、現時点では分析作業中で

ある。ここでは、ハルハ語記録において言語学的に顕著な特徴をいくつか提示しておこう。現時点

でのテキスト分析においていえるのは、すでにカラ教授も強調しているが、かなりの数のテキスト

において、西ハルハの音声的特徴が反映されている 23。

23 Kara 1962, 163.
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最も突出した西モンゴル（および西ハルハ）24の音声的標識は、多くの事例において単語の中で狭

母音（palatal vowels）を伴ったxの表記にkを使用している点である。例えば、以下のような事例であ

る。

「亡くなった人のあとで（儀礼を）行う」

Bálint uk’usen k’unēken xoinȫs kēdek, Mong. ükügsen kümün-ü ki qoyina-ača keyideg, Khal. üxsen xünī 

xoinōs xīdeg, Oir. üksn künē xȫnȫs kīdg

西ハルハのほかの事例を挙げるならば、円唇性の調和（labial harmony）の欠如である。

「中から、そのうち」

Bálint dotrās, Mong. dotor-ača, Khal. dotrōs, Oir. dotrās

カラ氏は、バーリントの主要なインフォーマントであった45歳のラマがハルハ西部の出身だった

のではないかと推測している 25。将来的には、慎重な分析をおこなっていくことにより、このテキス

ト群のもっと正確な方言的特徴に光が当てられることになるだろう。バーリントは日記の中で、彼

のチューターであったラマは読み書きができなかった（彼はチベット語の読み書きはできたがモン

ゴル語の読み書きは出来なかったという意味）ので、カルムィク人のインフォーマントたちがバー

リントのために行ったようなテキストを読んだり書いたりすることができなかった、と書き残して

いる。このハルハの事例において、文語的な形態の出現は除外できるのである。バーリントは以下

のように書き残している。

「ヨンドンジャムツという名の私の先生、ラマができることは少なかった。彼は流暢に話すことで

知られていたが、モンゴル語が書けず、チベット語のみで書くことができた。モンゴル人聖職者に

とって母語で書くことは手に負えないことで、時には母語で話すことさえ手に負えなかった。しか

し金が彼を饒舌にしてくれた。私がうれしかったのは、彼は聖なるチベット語の書物以外は何も興

味を示さなかったことである。またどちらかというと有名なモンゴル語の経典も同様に知らなかっ

た。だからこそ、コワレフスキーの辞書を使いながらも、彼は私に口語を教えることができたので

ある。ラマは、ロシア領事館のとなりに引っ越してきたので、私の依頼に応じて、一日二回、私の家

を訪ねることができた 26」

5． カルムィクとハルハに関する民族誌学・民俗学・宗教学的資料としてのテキス
ト・コーパスの評価

ハルハ語、カルムィク語の両資料の中で会話文の資料を除くと、ほとんどの部分は、様々なジャ

ンルの民俗伝承や遊牧生活における様々なテーマに関する民族誌学的な語りで構成されている。ま

たハルハ語資料集には、仏教に関する重要な語りも含まれている。とはいえ、バーリントの研究手

24 In detail cf. Bese 1964.
25 In detail cf. Birtalan 2012.
26 Bálint 1875, 14.
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法および彼の書簡（指導教員や研究仲間への手紙）などに基づいて言うならば、彼は本物
・・

のフィー

ルド研究者ではなかったように思われる。彼はより多くの牧畜民や農民といった人々を求めて

フィールドへ出かけようとはしなかった。その代わりに、むしろアストラハン、カザン、ウルガといっ

た都市に滞在し、限定されたインフォーマント集団に対してのみ調査をしていた。彼のインフォー

マントは、アストラハンでは、学校の生徒や教員とその親戚のみだったし、ウルガではラマと数人

の友人だけであった。しかしこうした事実は、彼の現地の口語 the vernacular研究と現地語
・・・

the native 

tongueによる
・・・

土着文化の記録という偉大な成果の価値を貶めるものではないだろう。上述のとおり、

ある意味データが限定的となった理由も彼の記録内容の中で示されている。

現代のフィールド研究上の問題の文脈にしたがって当時のバーリントの民族誌的資料を検証して

みると、バーリントのデータは正しいことがわかる。というのも仮にインフォーマントが「失敗を

犯している」ように見えたとしても、バーリント自身がインフォーマントの信頼性を疑っていたか

らだ 27。

『民族誌Ethnographica』のテーマに関して、バーリントは細心の注意を払って話し言葉の資料か

ら土着文化のコンテキストを構成しようとした。彼はトランシルヴァニアの出身でハンガリー人お

よび少数民族セーケイ人Székely28双方の民俗文化に親しんでいた。したがって彼は遊牧系民族の

フィールド体験を、子供のころ体験した先住民文化と関連付けて考えることができたのである。し

かしながら、彼のインフォーマントの知識は限定的であったともいえる。というのも、第一にカル

ムィク人のインフォーマントはほとんどが若者であった（参考までに彼らは単純な言語運用力しか

もっていなかった）のであった。第二にハルハのラマのインフォーマントはモンゴル仏教の諸現象

を説明しようとしていたものの、それは彼が僧侶階級の周縁つまり半僧侶半俗人のような人物の視

点から理解したものに過ぎなかったからである。にもかかわらず、バーリントはインフォーマント

から得た資料を助けに聖俗両方のモンゴル人像を構築することができたといえよう。そのことは、

カルムィクとモンゴルの『民族誌Ethnographica』において、ひとりの俗人モンゴル人の生活や土着

文化が描かれているが、その刮目に値する描写からうかがい知ることができるのである 29。

さいごに

ここで私が指摘しておきたいのは、国際的なモンゴル研究におけるバーリントの記録の位置づけ

についてである。バーリントは、『文法』においてサンプル・テキストを含むカルムィク口語とハル

ハ口語の語法に関する二大資料を蒐集した。彼の蒐集した口語事例examples of the vernacular、とり

わけ寓話や歌などは、モンゴル語方言の口語の語法や民俗伝承資料を紹介した最初の試みだと位置

27 「カルムィク人の中にいたときと同様、バーリントはハルハでも民謡を蒐集することに興味を持っていた。彼
の『報告書』の中で、彼のラマ先生が歌を即興で作り始めたと、寛大な皮肉とともに書き記している。そんなわ
けで彼は、民謡を記録するために他のインフォーマントを探したのだった（例えばLusin Dords バーリント式表
記ではLusīn Dorǰ）。（Birtalan 2009, XV, on the basis of Bálint Gábor jelentése p. 14）.
28 （訳註）ルーマニアのセーケイ地方に居住するハンガリー系の少数民族。
29 民族誌的な語りと民俗伝承のテキストの詳細な内容については、次を参照のこと。ハルハ・テキスト : Birtalan 
2009, 141-178、カルムィク・テキスト : Birtalan 2009, 179-221 and Birtalan 2011, 17-19.
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づけることができよう。残念ながら、これら貴重なテキストは蒐集直後つまりバーリントの生前に

出版されることはなかった。一方、ドイツの高名な文献学者ベルンハード・ユルグBernhard Jülg

（1825-1886）がモンゴル研究に関する要約論文の中で高く評価したのは、バーリントではなくポズ

ネーエフの仕事だった 30。Ａ．ポズネーエフの民謡コレクションは、話し言葉の形態をキリル文字で

表記する方法で転写されたものである。このコレクションは確かに斯界における世界初のデータ

ベースであるが、非常に扱いにくいものである。仮にバーリントのコレクションが計画通りに出版

されていたならば、―そもそもそれはフィールド調査の旅から帰国直後を予定していたのであるが

―彼の資料は世界初という名声をほしいままにしていたことであろう。しかも、彼のコレクション

はよりまとまったものとして編集の手本にもなっていたにちがいない。

バーリントの記録の言語学的価値については、以下のようにまとめることができる。

第一に187ページのカルムィク語Kalmykおよび88ページのハルハ語の手稿Khalkha manuscripts

は、カルムィク口語およびハルハ口語に関する最初の大規模コーパスであるという点である。第二

にテキストの転写方法が優秀かつ正確であるので、これらのテキスト群はさらなる言語学的研究を

する上においても、19世紀の当該言語の文化背景を調査するという点においても適切な資料とな

るという点が挙げられる。第三に異なる文化背景を持っていたり、様々な方言話者であったりと多

様なインフォーマントから提供されたテキスト群という点において、方言の差異にかかる研究に新

たな光を当てる可能性があるという点も挙げられよう。

謝辞：本論を翻訳するにあたり、東京外国語大の山越康裕氏に大変有益なアドバイスをいただいた。

また査読者にも非常に有益な翻訳に関する助言をいただいた。記して謝意を表したい。
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